














































p 01，ザトウクジラ：p 01）． 
　22名中２名データの欠損がみられたため，20名を有効
データとして扱った．分析の結果，提示要因および期間要
因の主効果が有意であった（提示要因： 1 19 4 02  p 
10，期間要因： 2 38 8 19  p 01）． 
　分析の結果，３下位尺度（活動的快，親和，驚愕）で，交
互作用がみられた（活動的快： 2 42 7 60  p 01，親和：






























































308 0  S  127 8理解度；  84 9  S  11 8、eラーニン
グ授業は文字数；  445 0  S  188 5、理解度；  84 8  
S  13 3という結果となった。この結果から、双方の文字
数と理解度の平均に差があるかを確認したところ、文字数に






間は84分（S  26）、理解度は84 7点（S  9 5）、文字数
は447 8文字（S  102 0）であった。これらの相関を確認
したところ、文字数と学習時間の長さにおいてのみ、弱い

























The effect of Project-based learning experience on transforming beliefs about learning
 
　近年、アクティブラーニングの導入が進められている。そ
の技法であるプロジェクト学習（  e t e  









































































Research and development of OCR for modern document with complex layout, 
“Nichibei Shinbun”



























　レイアウト解析は、 n t n e Se ment t nを実行でき
る、 ete t n2からフォークされた ete t n2 e ne tを
用いて解析を行った。データセットは、日米新聞レイアウト
データセットの nデータセットを用いて学習をした。手法
は、 e e t101と e
e eSt200を用いた。精度の評価は、 l t nデータ
セットのセグメントに対して、  t etにおける
m を算出し、m の数値による比較を行なった。結果と



































1   e  n t tut n n  St n  n e t  “  S n un 






Development and evaluation of Game-Based Learning material “Las ONE” for 
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Changes in Academic Help-Seeking Behavior and Motivation 























散分析した結果，（  （2 170）  6 87  p  01），多重比較
（S 法  ５％水準）を行ったところ，事前調査と事後調
査及び中間調査と事後調査の間で有意な差がみられた．ま
た，学習意欲（関連性）の得点を分散分析した結果，（  （2  






はχ2  194 98    55， p  001，   75    64  
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An Exploratory Analysis of Students' Perspectives












いない．そのため，S という言葉が，S en eなど単
一の意味を指している場合が多く，分野の統合を目指した
研究が，十分に行われていないことに関する指摘がなされ












「 1  テクスト中の注目すべき語句」，「 2  それを言いかえ
るためのテクスト外の語句」，「 3  それを説明するような
































S    2016  S  e u t n 12  pe pe t e  n 
nte t n  nte n t n l u n l  S  u t n  3  3
森田裕介，齊藤智樹，大谷忠，瀬戸崎典夫，北澤武，辻宏子（2018）






















る人，2  意見を聞いてくれる人，3  リーダーをやってくれ




















































The Effect of Improving Children's Dislike of Vegetables by Cooking with Self-











　イギリスの u en    ら（2018）の研究では，幼少
期の子どもにも手間をかけることで愛着が強まるという行















向と特徴を探索するため，大谷（2008  2011）のS を採
用し，野菜嫌い改善への共通点や関連性の観点から内容分
析を行った．
　研究２では、子どもの野菜嫌いが事前事後で改善したか
どうかを調べるために食事量の測定を行った．さらに，
でのアンケートをもとに，野菜に対する愛着がどの
ように育つのかを検討した．そして，親子がそれぞれ主体
的に食育（とりわけ野菜嫌い改善）について学ぶことので
きる食育ワークショップ開発を行い，子どもの野菜嫌い改
善と支援を検討した．
　分析対象となった自由記述は，字数10078，平均字数1832，
最大値10078，最小値12であった．S による分析の結果，
８人の記述を127のセグメントとして分類し４つのカテゴ
リ（【 】）と８つのサブカテゴリ（［ ］）が生成され，19の
概念（＜＞）が生成された
　保護者は，【食育への関心】（23件）を通して，研究への
参加を＜学びの機会＞と捉え，子どもの野菜嫌い改善の方
法を考えていた．また，【コミュニケーションの尊重】 （27
件）を通して，［専門家への信頼］の重要性が＜学ぶための
ツール＞や＜主催者との出会い＞などの親和性によって繋
がることを実感した．そして，野菜栽培と調理体験の後，
【子どもへの支援】を概観することで，子どもとの［情動の
共有］の大切さに気づき，親子共に＜自作野菜への愛着＞
を深めていった．そして，保護者は，【成長移行期の理解】
（40件）を通して，［親としての責任］から，＜親の思いと
のギャップ＞がありながら＜食育環境を変革する存在＞と
して子どもを支援していこうと食育への意識が変容した．
その結果，事前より事後の方が子どもは今まで食べなかっ
た野菜を食べるようになり野菜の＜食事量の増加＞が見ら
れた．さらに，子どもは，［他の学習の準備］として＜理科
への関心＞や＜家庭科への関心＞を示す結果が得られた
　野菜嫌い改善を目的とした食育ワークショップの参加者
の中で最も食事量の変化がみられたのは参加者 さんの子
どもで，最小値52％から最大値100％に増加する結果が得ら
れた．最終的に，食育ワークショップに参加したすべての
子どもたちの食事量が増加した．また，親子は野菜栽培と
調理体験を通じて自作野菜への愛着，イケア効果 t n
ら（2012）の影響が示唆された．
　研究１，２の結果から，水耕栽培機を用いた野菜栽培と
ワークショップ型の料理教室に参加することで，保護者の食
育への意識変容が示された．さらに，野菜栽培により＜自作
野菜への愛着＞が生まれ，植物観察や調理の手伝いが＜理
科や家庭科への関心＞に繋がることが期待された．このこと
により，子どもの＜食事量の増加＞が示され，子どもの野菜
嫌いの改善に与える効果が認められたと考えられる  
